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フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
、

不
登
校
の
児
童
生
徒
を
対

象
に
、
学
習
の
支
援
、
体

験
活
動
及
び
寄
宿
生
活
を

と
お
し
、
社
会
適
応
能
力

や
協
調
性
を
身
に
つ
け
、

小
・
中
・
高
等
学
校
へ
の

復
学
、
進
学
ま
た
は
社
会

復
帰
を
目
指
す
民
間
の
学

校
で
す
。
不
登
校
問
題
が

深
刻
化
し
、
子
ど
も
が
安

心
し
て
活
動
で
き
る
場

所
、
子
ど
も
の
学
び
舎
と

し
て
、「
ワ
ン
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
」を
開
校
さ
れ
ま
し
た
。

20
人
前
後
の
子
ど
も
を
受

【
主
な
活
動
内
容
】

◎
自
立
更
正
支
援

知
的
、
精
神
的
障
が
い

者
や
青
少
年
の
社
会
的
自

活
の
援
助
を
目
的
に
支
援

し
て
い
ま
す
。
企
業
の
下

請
け
や
農
作
業
を
通
し
て

自
立
心
の
向
上
と
自
信
回

復
、
更
正
力
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
本
格
的
な

自
立
へ
向
け
て
一
般
企
業

に
就
職
も
斡
旋
し
て
い
ま

す
。
希
望
者
は
、
入
寮
し

て
共
同
生
活
を
お
く
る
こ

と
で
生
活
リ
ズ
ム
の
改
善

や
協
調
性
、
相
互
理
解

の
力
を
養
い
、
自

立
へ
向
け
て
訓
練

を
行
な
っ
て
い
ま

す
。・�

ベ
ー
カ
リ
ー

事
業

・
下
請
け
事
業

・
農
業
事
業

◎�

青
少
年
の
健
全

育
成
支
援

未
来
を
担
う
青

け
入
れ
て
い
ま
す
。

15
歳
以
下
の
入
所
者

で
あ
れ
ば
大
半
の
子
ど
も

が
立
ち
直
り
、
復
学
ま
た

は
高
校
へ
進
学
す
る
と
の

こ
と
で
す
。
今
ま
で
、
小

中
・
高
校
生
、
20
代
の
各

年
代
40
～
50
人
の
卒
業
生

が
送
り
だ
さ
れ
ま
し
た
。 

課
題
と
し
て
、
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
は
私
塾
扱
い
の

た
め
、
運
営
費
等
に
国
や

県
の
補
助
は
な
く
、毎
年
、

事
業
を
継
続
す
る
か
ど
う

か
悩
ま
れ
て
い
ま
す
。

受
け
入
れ
時
に
は
全
く

話
さ
な
い
子
が
、

フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
で
の
生
活
を

活
か
し
、
元
気

に
な
っ
て
家
庭
・

学
校
・
社
会
へ

復
帰
し
て
い
く

こ
と
が
う
れ
し

い
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

少
年
の
自
然
体
験
不
足
や

人
間
関
係
の
希
薄
化
を
補

う
。

◎�

生
活
困
難
者
の
生
活
支

援生
活
困
難
者
や
身
寄
り

の
な
い
方
、
行
き
場
の
な

い
方
を
受
け
入
れ
、
家
族

に
代
わ
っ
て
行
政
関
係
機

関
と
連
携
を
取
り
生
活
支

援
し
て
い
る
。

◎�

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流

サ
ロ
ン
事
業

・
イ
ベ
ン
ト
事
業

・
炭
焼
き
事
業

石川県 加賀市
人口　6 万  9,699 人
面積　305 ｋ㎡

石川県白山市
人口　11 万 2,610 人
面積　754 ｋ㎡

ワンネススクールの視察

企業からの下請け作業の様子

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ワ
ン
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」	

（
石
川
県
白
山
市
）

自
立
更
正
支
援

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
福
寿
草
の
郷
」　　

（
石
川
県
加
賀
市
）

石川県
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